
【資料1】

1.歳入 （単位：千円）

款 項 目

1.負担金 7,813

1.負担金 7,813

1.負担金 7,813 東温市負担金（改訂分7,800千円、事務費分13千円）

2.補助金 4,998

1.補助金 4,998

3,000 国庫補助金（フィーダー系統）

1,998 国庫補助金（公共交通計画改訂）

3.繰越金 0

1.繰越金 0

1.繰越金 0

4.諸収入 0

1.諸収入 0

1.雑　入 0

12,811

2.歳出 （単位：千円）

款 項 目

1.運営費 13

1.会議費 0

1.会議費 0 （地域公共交通会議同時開催のため、市予算から支出）

2.事務費 13

1.事務費 13 収入印紙等

2.事業費 12,798

1.事業費 12,798

3,000 フィーダー系統補助金（河之内線）

9,798 計画改訂業務委託料 　

3.予備費 0

1.予備費 0

1.予備費 0

12,811歳出合計

令和7年度　東温市地域公共交通活性化協議会　歳入歳出予算（案）

科　目
予算額 摘　　要

歳入合計

科　目
予算額 摘　　要

1.補助金

1.事業費

東温市地域公共交通活性化協議会の令和7年度歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ
12,811千円とする。



１ 
 

令和７年度取組概要（案） 

 

予算を伴う事業については、令和７年度東温市当初予算案に計上しており、これらの事業については、予算

の成立を前提として現時点で予定している内容となります。 

１．地域検討組織の立上げに向けての協議 

（１）地域単位で移動手段について考える検討組織の立上げに向け、自治会を通じて沿線住民に対し、現状

や、周辺の状況等を報告することで、住民自らが主体となって考える仕組みを構築する。 

 

２．パーク＆ライドの取組   

（１）パーク＆ライドの実施 

  現在は、本庁、支所、南方及び横河原（市営住宅宮裏団地跡地）の市内４か所でパーク＆ライドを実

施している。利用促進用リーフレットや、市広報誌、HP、SNS等を活用し、市民へ広く周知することで、

利用の促進を図る。 

 

３．東温市地域公共交通計画改訂事業 

（１）利用状況や利用ニーズを把握するため、アンケート調査、意見交換会を実施し、結果の分析を行う。 

  課題について計画にまとめ、今後の目標や実施項目を設定する。 

 

４．東温市公式ＳＮＳの活用  

（１）東温市公式 SNS（インスタグラムや LINE、Facebook）を用いた積極的な情報通知・情報収集を行う。 

 

５．転入者モビリティ・マネジメントの実施 

（１）引き続き、土地勘の無い市内転入者に対し、速やかに最寄り駅・最寄りバス停等を案内できるリーフ

レットを窓口において配布し、転入者の意識と行動を公共交通へ向け、公共交通の更なる利用促進を図る。 

 

６．公共交通ニュースの掲載 

（１）市の広報に「公共交通ニュース」として、公共交通に関する情報を継続して掲載する。 

 

７．各種教室の開催 

（１）子どもバス教室の開催 

   東温市独自の制度として平成 26年度に創設した「バス応援団認定制度」と子どもを対象とした路線バ

ス体験教室を組み合わせて実施し、子どもたちに公共交通に対して親近感を持ってもらうための取組を

推進する。 

 

 

 

 

 

 

 

【資料２】 



２ 
 

 ＜路線バス親子体験教室の様子＞       ＜子どもに配布する団員証＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）初心者向けスマホ講座の開催 

   将来のＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）に備え、スマートフォン初心者向けに、スマート

フォン講座を開催し、グーグルマップやバスロケ（ 伊予鉄バス株式会社 様 ）の使い方を覚えていただ

き、公共交通を利用した外出頻度の増加を図る。 

  ＜初心者向けスマホ講座の様子＞             ＜案内資料＞ 

 

                            

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）児童を対象とした公共交通の体験教室の開催 

   将来の利用者となる児童を対象に、マイカーの普及に伴い乗車の機会が少なくなった公共交通機関に

ついて学習・体験する機会を設け、公共交通をより身近に感じてもらい、将来にわたる継続的な利用の

促進を図る。 

＜体験教室の様子＞   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※東温市地域公共交通計画において位置付けているその他の取組についても随時検討・実施を

行う。 



【 資料３ 】  

 

と う おん公共交通シール＆ク イ ズラ リ ー 結果報告 

 

１ ． 実施概要 

夏期日程 ： 令和 6 年 7 月 13 日(土)～令和 6 年 9 月 8 日(日) 

冬期日程 ： 令和 6 年 11 月 16 日(土)～令和 7 年 1 月 13 日(月祝) 

 

対象事業者： 伊予鉄道  横河原駅、 愛大医学部南口駅、 見奈良駅、 田窪駅、  

牛渕団地駅、 梅本駅 

伊予鉄バス 川内線、 森松横河原線、 梅本ループ線、  

山間路線（ 河之内線、 滑川線（ 海上線）、 松瀬川線、 井内線）   

タ ク シー  東温タ ク シー、 川上タ ク シー、 見奈良タ ク シー 

応募者数（ 夏期）： 103 名 

     （ 冬期）： 141 名      計 244 名 

 

当選者： 各期 18 名（ A 賞 3 名、 B 賞 5 名、 C 賞 10 名）  

       

 

２ ． 広報・ チラ シ配布 

 SN S、 広報誌、 H P、 自治会での回覧や広報にて自治会に加入し ている全世帯へ周知し た。  

市内幼稚園・ 保育園、 小学校へのチラ シの配布、 中学校・ 高校へのポスタ ー掲示依頼、 市内

イ ベント （ ほっ ちょ 市や東温市文化祭） でのチラ シの配布を行っ た。 また、 その他市内施設

や駅・ バス停へ設置し た。  

 

 

３ ． 効果 

 本イ ベント による公共交通の利用は、 鉄道 185 回、 バス 265 回、 タ ク シー62 回と いう 結果

と なっ た。  

「 使わない」 または「 年に数回」 と いう 方の参加が約 58％と なり 、 普段、 公共交通利用の少

ない方に対し ても 、 イ ベント を通じ て利用のき っ かけを提供でき た。 更に、 今後の利用意向

では約 84％が前向きな利用意向を 示し た。  

市内４ か所で市の公共交通や観光に関する取組のク イ ズを 掲出し 、 パーク ＆ラ イ ド や山間

路線の認知度向上を図っ た。  

 普段の公共交通利用の少ない 10 歳未満の利用が約 20％と なり 、 乗り 方教室より も 更に実

践的に公共交通に触れる機会を提供し 、 将来的な利用に繋げる取組と なっ た。  

  

４ ． 課題 

普段、 利用者の少ない山間バス路線やタ ク シーの利用が伸びなかっ た。  

 

 



 

〈 ポスタ ー〉           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

〈 チラ シ〉  
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と う おん公共交通シール＆ク イ ズラ リ ー2024 

応募用紙分析結果 

 

１ ．  実施概要 

 前期 後期 

実施期間 2024 年 7 月 13 日（ 土） ～ 

2024 年 9 月 8 日（ 日）  

2024 年 11 月 16 日（ 土） ～ 

2025 年 1 月 13 日（ 月・ 祝）  

応募締切 2024 年 9 月 24 日（ 火）  2025 年 1 月 31 日（ 金）  

応募総数 103 人 

（ 内 8 人は規定のポイ ント 数に達し て

おら ず抽選対象外）  

141 人 

 

２ ． 個人属性 

①住所 

  71.3% が市民、 次いで松山市が 17.6% で、 県内他市以外にも 県外から の参加も あっ た。  

 

県内その他・ ・ ・ 伊予市 4 人、 今治市 2 人、 西条市 1 人、 四国中央市 1 人、 八幡浜市 1 人 

県外・ ・ ・ 東京都 7 人、 神奈川県 4 人、 千葉県 3 人、 山口県 2 人、 大阪府 1 人、 岡山県 1 人 

 

②年代 

  幅広い年代から の応募があっ た。  

  70 代以上が 21.1％で最も 多く 、 次いで 10 歳未満が 19.4% と 多い。  

  

71.3% 17.6% 3.7% 7.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

居住地(n= 244)

東温市 松山市 県内その他 県外

19.4% 5.8% 7.4% 13.6% 7.4% 11.6% 13.6% 21.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

年代(n= 242)

10歳未満 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上
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③一緒に参加し た人 

  「 １ 人で参加」 が 14.2％で、 85.8％はだれかと 一緒に参加し ている。  

  特に「 親」「 子」 での参加が約 3 割、 次いで「 夫婦」 が 19.2% と 多く 、 家族での参加が多いと 考えら

れる。  

 

 

  

14.2%

30.4%

29.6%

8.8%

6.3%

5.4%

19.2%

2.9%

5.4%

1.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1人で

親

子

兄弟

祖父母

孫

夫婦

カ ッ プル

友人

その他

(n= 240)

※複数回答可
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④回答者の年代別 一緒に参加し た人 

  10 歳未満が親と 一緒に参加するケース、 30 歳代が子と 一緒に参加するケースが多く みら れる 。  

  孫と 祖父母の組み合わせも 合せて 10.5% と なる 。  

実数 

 
※一緒に参加し た人と の関係は複数回答可 

割合 

 

※一緒に参加し た人と の関係は複数回答可 

  

10歳未満 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上

1人で 2 3 3 5 7 14

親 41 9 11 4 2 4 2

子 2 1 23 1 12 8 15

兄弟 8 9 2 1 1

祖父母 6 3 3 2 1

孫 6 7

夫婦 1 1 11 4 8 16 5

カ ッ プル 3 2 2

友人 1 12

その他 1 2 1

回答者の年代

一

緒

に

参

加

し

た

人

と

の

関

係

10歳未満 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上

1人で 0.8% 1.3% 1.3% 2.1% 2.9% 5.8%

親 17.1% 3.8% 4.6% 1.7% 0.8% 1.7% 0.8%

子 0.8% 0.4% 9.6% 0.4% 5.0% 3.3% 6.3%

兄弟 3.3% 3.8% 0.8% 0.4% 0.4%

祖父母 2.5% 1.3% 1.3% 0.8% 0.4%

孫 2.5% 2.9%

夫婦 0.4% 0.4% 4.6% 1.7% 3.3% 6.7% 2.1%

カ ッ プル 1.3% 0.8% 0.8%

友人 0.4% 5.0%

その他 0.4% 0.8% 0.4%

回答者の年代

一

緒

に

参

加

し

た

人

と

の

関

係
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⑤普段の公共交通の利用状況 

  「 年に数回」 が 46.9％、 次いで「 月に数回」 が 23.2% と 多い。  

 

 

  年代別に見ると 、 10 代の 8 割以上、 10 歳未満、 50 代の約 7 割が数回以下の利用である。  

  40 代、 60 代、 70 代以上は月に数回以上利用する割合が半数を 超えている。  

 

  一緒に参加し た人がいるかどう かでみると 、「 1 人で参加」 し た人は、 公共交通を普段から 利用し て

いる割合が高い。  

 

  

12.0% 6.6% 23.2% 46.9% 11.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

普段の公共交通

利用状況(n= 241)

ほぼ毎日 週に数回 月に数回 年に数回 使わない

14.3%

22.2%

11.1%

11.1%

15.2%

21.6%

8.5%

11.1%

22.2%

3.7%

9.8%

17.0%

33.3%

16.7%

14.8%

36.4%

27.5%

63.8%

35.7%

50.0%

54.5%

33.3%

59.3%

42.4%

29.4%

10.6%

42.9%

16.7%

11.1%

6.1%

11.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10歳未満(n= 47)

10代(n= 14)

20代(n= 18)

30代(n= 33)

40代(n= 18)

50代(n= 27)

60代(n= 33)

70代以上(n= 51)

ほぼ毎日 週に数回 月に数回 年に数回 使わない

35.3%

8.2%

8.8%

6.3%

29.4%

22.2%

23.5%

50.7%

2.9%

12.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1人で参加(n= 34)

誰かと 参加(n= 207)

ほぼ毎日 週に数回 月に数回 年に数回 使わない
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３ ． 応募状況 

①応募方法 

  郵送または市役所窓口への持ち込みと し たが、 持ち込みの割合が高い。  

  居住地別に見る と 、 市内在住者は市役所窓口への持ち込みの割合が高く なるが、 市外在住者も 一定

数が窓口への持ち込みをし ている。  

 

 

 

②ク イ ズの回答またはシールの収集状況 

  8～9 割程度の人がク イ ズを 回答し ている。 シールは伊予鉄の 76.1% が最も 高く 、 路線バスは 18.5%

～35.0% 、 タ ク シーは 25.5％と なっ ている。  

実数 

 

43.0% 57.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

居住地(n= 244)

郵送 市役所窓口（ 持ち込み）

郵送 市役所窓口

県外 14 4

県内その他 9

松山市 21 22

東温市 70 104

居

住

地

96

91

87

94

138

126

132

123

185

85

69

66

45

62

0 50 100 150 200

ク イ ズ1

ク イ ズ2

ク イ ズ3

ク イ ズ4

ク イ ズ1

ク イ ズ2

ク イ ズ3

ク イ ズ4

伊予鉄シール

川内線シール

梅本ループシール

森松横河原線シール

山間路線シール

タ ク シーシール

前
期

(n
=

1
0
2
)

後
期

(n
=

1
4
1
)

前
期

後
期

合
計

(n
=

2
4
3
)

※複数回答可
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割合 

 

94.1%

89.2%

85.3%

92.2%

97.9%

89.4%

93.6%

87.2%

76.1%

35.0%

28.4%

27.2%

18.5%

25.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ク イ ズ1

ク イ ズ2

ク イ ズ3

ク イ ズ4

ク イ ズ1

ク イ ズ2

ク イ ズ3

ク イ ズ4

伊予鉄シール

川内線シール

梅本ループシール

森松横河原線シール

山間路線シール

タ ク シーシール

前
期

(n
=

1
0
2
)

後
期

(n
=

1
4
1
)

前
期

後
期

合
計

(n
=

2
4
3
)

※複数回答可
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③ク イ ズ正答率 

  前期のク イ ズ 1 については選択肢にない「 4」 と 回答し ている人が 7 人おり 、 こ れは「 選択肢③4 か

所」 を 選んだつも り で誤っ て 4 と 記入し てし まっ た可能性がある。  

  前期のク イ ズ４ は、 選択肢①を選択し た人が多く いる。  

  後期の正答率は、 ク イ ズ 1 が 100% 、 ク イ ズ２ ～4 も 96.8～99.2% と 高い正解率と なっ ている。  

 

 

【 前期】  

ク イ ズ１ ： 東温市で進めている「 パーク ＆ラ イ ド 駐車場」 は、 市内に何か所あるでし ょ う か？ 

     ①1 か所  ②3 か所  ❸4 か所 

ク イ ズ２ ： こ のバスは何をエネルギーにし て走っ ているでし ょ う か？ 

     ①ガソ リ ン  ❷電気  ③水素 

ク イ ズ３ ： 次の内、 “公共交通でない乗り 物”はどれでし ょ う か？ 

     ❶自転車  ②路線バス  ③電車 

ク イ ズ４ ： 東温市内にある鉄道駅の中で、 ひら がなで書く と 一番文字数の多い駅は？ 

     ①Ｊ Ｒ 松山駅前駅  ②牛渕団地前駅  ❸愛大医学部南口駅 

 

【 後期】  

ク イ ズ１ ： 東温市は令和 6 年 9 月 21 日に誕生何周年を 迎えたでし ょ う か？ 

①10 周年  ❷20 周年  ③30 周年 

ク イ ズ２ ： 東温市のイ メ ージキャ ラ ク タ ー「 いのと ん」 の好き な飲み物、 好き なアイ スに共通する果物

はどれでし ょ う か？ 

     ❶いちご  ②ぶどう   ③り んご 

ク イ ズ３ ： 厳し い寒さ が続く と 、 滝の水が凍り つく 「 白猪の滝」 に行く にはどの路線バスに乗ればい

い？ 

①滑川線（ 海上線）   ②梅本ループ  ❸河之内線 

ク イ ズ４ ： 伊予鉄バスが実施し ている「 スマホバスロケ」 は何ができるでし ょ う か？ 

❶あと 何分でバスが来るのかスマホでわかる  ②おいし いレ スト ラ ンがスマホで見つかる 

③バスがロケッ ト になる  

選択肢① 選択肢② 選択肢③ 選択肢④ 総回答数 正解数 正解率

クイ ズ１ 1 88 7 96 88 91.7%

クイ ズ２ 3 88 91 88 96.7%

クイ ズ３ 87 87 87 100.0%

クイ ズ４ 25 69 94 69 73.4%

クイ ズ１ 138 138 138 100.0%

クイ ズ２ 122 2 1 126 122 96.8%

クイ ズ３ 1 131 132 131 99.2%

クイ ズ４ 122 1 123 122 99.2%

前期

後期
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獲得無し １ つ獲得 ２ つ獲得 ３ つ獲得 ４ つ獲得 ５ つ獲得 ６ つ獲得

正解なし 0.4% 0.4%

１ つ正解 2.5% 0.8% 0.8% 0.4% 4.5%

２ つ正解 0.4% 4.9% 5.3% 0.4% 11.1%

３ つ正解 7.8% 0.4% 3.7% 2.5% 1.6% 0.4% 16.4%

４ つ正解 7.8% 26.2% 10.2% 2.9% 9.8% 2.9% 7.8% 67.6%

16.4% 34.0% 20.1% 3.7% 12.7% 4.9% 8.2% 100.0%

ク

イ

ズ

シール

④点数別応募状況 

  B 賞の対象と なる人が 46.3% と 最も 多く 、 特に 5 ポイ ント の人が多い。  

  10 ポイ ント （ コ ンプリ ート ） し た人は 7.8％（ 19 人） いる。  

 

⑤ク イ ズ正解数と シール個数の組み合わせ 

  「 シール１ つ+ ク イ ズ４ つ」 の組み合わせが最も 多い。  

  ク イズ 4 つすべてを正解し た人は 67.6% である。  

  シールを獲得せずにク イ ズのみで応募し た人（ 公共交通の利用をし ていない人） は 15.6% だが、同じ

く ３ ～４ ポイ ント のゾーンでシールを 1 つ以上獲得し た人（ 公共交通を 1 路線以上利用し た人） は

12.2% である。  

実数 

 

 

 

 

 

 

 

割合 

 

 

 

 

 

 

 

水色： C 賞対象（ 3～4 ポイ ント ）  緑： B 賞対象（ 5～7 ポイ ント ）  黄： A 賞対象（ 8～10 ポイ ント ）  

7.8%

3.3%

11.5%

5.3%

11.1%

29.9%

14.3%

13.5%

2.9%

0.4%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

10ポイ ント

9ポイ ント

8ポイ ント

7ポイ ント

6ポイ ント

5ポイ ント

4ポイ ント

3ポイ ント

2ポイ ント

1ポイ ント

0ポイ ント

A賞対象

22.5%

B賞対象

46.3%

C賞対象

27.9%

(n= 244)

獲得無し １ つ獲得 ２ つ獲得 ３ つ獲得 ４ つ獲得 ５ つ獲得 ６ つ獲得

正解なし 1 1

１ つ正解 6 2 2 1 11

２ つ正解 1 12 13 1 27

３ つ正解 19 1 9 6 4 1 40

４ つ正解 19 64 25 7 24 7 19 165

40 83 49 9 31 12 20 244

シール

ク

イ

ズ
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４ ． 効果 

①今後の公共交通利用意向 

  「 積極的に使いたい」 が 33.6% 、「 でき れば使いたい」 が 49.8% で、 8 割以上が公共交通の利用につ

いて前向きな意向を示し ている。  

 

 

②普段の公共交通利用状況×今後の公共交通利用意向 

  普段の公共交通の利用状況と の関係をみると 、 普段の利用頻度が高い「 ほぼ毎日」「 週に数回」 の人

は「 積極的に使いたい」 と 前向き な意向が強い人が多い。  

  「 月に数回」「 年に数回」 の利用頻度が低い人は「 できれば使いたい」 と やや控えめな意向を 示す人

が多い。  

  普段「 使わない」 人は、 今後も「 使わない」「 あまり 使わない」 の割合が高いも のの、「 でき れば使い

たい」 と いう 意向を示す人も 25.9% いる。  

実数 

 

 

割合（ 普段の利用状況を基にし た割合）  

 

  

33.6% 49.8% 10.8% 5.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今後の公共交通

利用意向(n= 240)

積極的に使いたい でき れば使いたい あまり 使わない 使わない

積極的に使いたい できれば使いたい あまり使わない 使わない

ほぼ毎日 23 5

週に数回 15 1

月に数回 21 33 2

年に数回 22 74 17

使わない 7 7 13

今後の利用意向

普

段

の

利

用

状

況

積極的に使いたい できれば使いたい あまり使わない 使わない

ほぼ毎日 82.1% 17.9% 28

週に数回 93.8% 6.3% 16

月に数回 37.5% 58.9% 3.6% 56

年に数回 19.5% 65.5% 15.0% 113

使わない 25.9% 25.9% 48.1% 27

普

段

の

利

用

状

況

回答数
今後の利用意向
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③自由意見 

  年代に関わら ず、「 楽し い」 と 言う 意見が多く ある。  

  子供や孫と 一緒に参加でき てよかっ たと いう 意見がある。  

  シール＆ク イ ズラ リ ーへの参加を き っ かけに、 東温市のこ と や市内の公共交通路線を知れたと いう

意見も みら れる。  

  公共交通について、 便数や運賃に関する意見がある。  



 - 1 - 

【資料４】 

 

東温市地域公共交通計画改訂業務に係る事業者選定について（案） 

 

１．目的及び選定方法 

 東温市地域公共交通活性化協議会の事業である東温市地域公共交通計画改訂業務を実施す

るにあたり、調査の分析及び計画改訂業務を行うことができる事業者を選定する。 

 本業務は、計画改訂という特殊性のある業務のため、参加資格を満たした事業者のうち、

参加を希望する者から企画提案書を提出させ、提案内容を審査し、提案内容や業務遂行能力

が最も優れたものと契約するプロポーザル方式により選定するものとする。 

 

２．業務内容 

（１）委託業務名 

   東温市地域公共交通計画改訂業務 

（２）委託業務 

   東温市が抱える地域公共交通の課題に計画的・効率的に対処していくために、公共交

通の現状等を調査し、既存の計画の課題を踏まえた、東温市の新たな地域公共交通計画

を策定する。 

   主な業務内容は次の項目とする。 

   ・地域特性及び関連計画の現況調査 

・公共交通の現況調査及び利用ニーズの把握 

   ・前回策定計画のフィードバック 

   ・新たな公共交通ネットワークの形成に向けた検討 

   ・東温市地域公共交通計画案の作成 

   ・協議会等の開催支援 

（３）業務予算額 

   9,798,000 円以内（消費税及び地方消費税を含む。） 

（４）履行期間（予定） 

   委託契約締結の日から令和８年３月１５日まで 

 

３．事業者の参加資格 

 ・令和６年度及び令和７年度東温市競争入札参加資格を有し、建設コンサルタント「都市

計画及び地方計画部門」の参加登録をしていること。 

 

４．選定方法 

（１）評価委員会 

   実施要領並びに仕様書の決定、企画提案書の選定については、本協議会において設置

した評価委員会において行う。 
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（２）企画提案書の評価項目 

   企画提案書を選定するための評価項目は、次の項目とする。 

   ・提案内容 

・業務実施体制 

   ・業務実績 

   ・プレゼンテーション 

   ・価格 

   なお、各評価項目の評価内容及び評価点の基準については、評価委員会で協議する。 

（３）事業者の選定 

   事業者によるプレゼンテーションを実施し、評価委員会において事業者を選定する。 

（４）事業者選定の期日（予定） 

   令和７年５月１６日 

（５）選定の通知 

   各参加者に対して、書面により選定結果を通知する。 

（６）契約について 

   事務局が選定された事業者と協議のうえ契約締結を行う。 

 

＜プロポーザル関連スケジュール（予定）＞ 

時 期 項 目 内 容 

令和７年３月１７日 令和６年度第３回協議会 
・事業内容の協議 

・評価委員会の設置 

令和７年４月１７日 第１回評価委員会 
・プロポーザル実施要領並びに 

仕様書の決定 

令和７年４月２１日 プロポーザル実施の公開 
市のホームページにて、実施要

領、仕様書を公表 

令和７年４月２２日～ 

４月３０日 
参加意向申出書・質問書の受付 

 

令和７年５月７日～ 

５月１４日 
企画提案書の提出 

 

令和７年５月１６日 第２回評価委員会開催 
・プレゼンテーションの実施 

・事業者の選定 

令和７年５月１９日 結果の公表 選定業者の決定を公表 

令和７年６月頃 令和７年度第１回協議会 
・計画策定スケジュールの説明 

・事業者選定結果の報告 

 

 



【資料５】 

 

東温市地域公共交通計画改訂業務プロポーザル評価委員会 

設置要綱 （案） 

 

 (設置) 

第1条 東温市地域公共交通計画改訂業務に係る受託候補者を公募型プロポーザル方

式により特定するに当たり、その手続を厳正かつ公平に行うため、東温市地域公共

交通計画改訂業務プロポーザル評価委員会(以下「委員会」という。)を設置する。  

(任務) 

第 2 条 委員会は、東温市地域公共交通計画改訂業務公募型プロポーザル(以下「プ

ロポーザル」という。)に関し、次に掲げる事項について審議するものとする。  

(1) プロポーザル実施要領、プロポーザル仕様書等に関すること。  

(2) 受託候補者の特定に関すること。 

(3) その他必要な事項  

(組織) 

第 3 条 委員会は、別表に掲げる委員(以下「委員」という。)をもって組織する。  

(委員長等) 

第 4 条 委員会に委員長を置き、学識経験者、交通事業者及び地域公共交通利用者の

中から委員の互選により選任する。 

2 委員長は、委員会を代表し、会務を総理する。  

3 委員長に事故があるときは、あらかじめ委員長が指名する委員がその職務を代理

する。  

(会議) 

第 5 条 委員会は、委員長が召集し、その議長となる。  

2 委員会は、委員の数の 5分の 4の出席をもって成立する。  

3 会議は非公開とする。  

(意見等の聴取) 

第6条 委員長は、必要があると認めるときは、委員会に委員以外の者の出席を求め、

その意見等を聴くことができる。  

(秘密を守る義務) 

第 7 条 委員会の委員は、職務上知り得た秘密を他に漏らしてはならない。  

(事務局) 

第 8 条 委員会の事務局は、東温市地域公共交通活性化協議会事務局に置く。  

(その他) 

第 9 条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は委員長が別に定める。  

 

附 則  

(施行期日) 

1 この要綱は、令和 7年  月  日から施行する。  

 

(有効期限) 

2 この要綱は、東温市地域公共交通計画改訂業務の委託契約締結をもって、その効

力を失う。 

 



別表 

 

東温市地域公共交通計画改訂業務プロポーザル評価委員会名簿（案） 

 

構 成 所属等 氏 名 

学識経験者 香川高等専門学校教授 宮崎 耕輔 

交通事業者 

伊予鉄バス株式会社 専務取締役 竹中 由紀夫 

東温市タクシー連絡協議会 会長 和田 宏一 

地域公共交通利用者 

東温市地域公共交通活性化協議会委員 

(公募委員) 
渡部 元衛 

東温市地域公共交通活性化協議会委員 

(公募委員) 
横手 裕子 

東温市 東温市産業建設部長 山本 一英 

 


